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令和３年度

経営発達支援事業 評価･見直し結果報告書

１．評価機関名  美深町商工会 経営発達支援委員会

２．開催日時   令和 ４年 ３月２５日（金）

３．開催場所  ＳＵＮ２１ 中会議室

４．出 席 者    

  （１）委 員 美深町商工会     会 長  山崎晴一

          美深町商工会      副会長  中西忠幸

          美深町商工会      副会長  遠藤伸浩

          美深町商工会商業部会  部会長  高附秀文

          美深町商工会工業部会  部会長  齊藤宏行

          美深町商工会サービス業部会  部会長  佐竹 仁

          美深町商工会青年部   部 長  渡部 徹

          美深町商工会女性部   部 長  志賀美恵子

          美深町観光協会     会 長  山崎晴一（兼務）

          美深町役場総務課企画グループ  主 幹  中江勝規

          北洋銀行美深支店    支店長  堀 瑞絵

          北星信用金庫美深支店  支店長  木全哲也

  （２）事務局  美深町商工会     事務局長  長谷川浩

          美深町商工会      経営指導員  山本真悟

５．内容

定刻となり、事務局が開会を宣し、山崎商工会長が開会挨拶を行った

後、議事に入る。

（１）経営発達支援計画及び伴走型小規模事業者支援推進事業について

  事務局は、令和３年７月２７日に認定を受けた経営発達支援計画及び

認定計画において採択を受けて実施した伴走型小規模事業者支援推進事

業の概要説明を行った。

（２）令和３年度事業報告について

事務局は毎年度、認定計画の実施状況を国へ報告すること及び経営発

達支援事業の評価・見直しを行う仕組みとして、本委員会により

PDCA を機能させていくことを説明した。

令和３年度において、経営発達支援事業を推進していく為に実施した

伴走型小規模事業者支援推進事業の実施状況は以下のとおり。
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  ①地域の経済動向調査に関すること

＜取組内容＞

巡回訪問で景況、売上、資金繰りや採算のほか、ヒヤリングシートを活用し後

継者問題や事業承継について聞き取り調査を行った。

地域経済産業調査、最近の経済動向、中小企業景況調査、全国中小企業動向調

査へ掲載された情報を収集分析し、巡回訪問時に情報提供を行った。

日本政策金融公庫旭川支店担当者との懇談会を開催し、地域の経済情報につい

ての意見交換を行った。

・ヒヤリングによる調査    目標：２６件  実績：２６件  評価：Ａ

・統計調査の分析       目標： ４件  実績： ４件  評価：Ａ

・懇談会開催による情報収集  目標： ３件  実績： ３件  評価：Ａ

＜検証結果＞

日々感じている経営上の悩みをはじめ、事業承継に対する考え方や方向性を把

握することができた。

巡回訪問等において分析した資料の提示を行うことで、事業所に地域の状況を

理解していただくことができた。商工会の広報紙やホームページなどを積極的に

活用して情報を提供する方法を今後検討して行く。

金融機関との懇談により、利率・融資状況・設備投資など金融に関する動向に

ついての情報を把握することができた。

  ②経営状況の分析に関すること

＜取組内容＞

ヒヤリングシートを用いて巡回訪問による調査を行った事業所や、確定申告等

決算を行った事業所、及び融資・新規創業・各種補助申請に必要な事業計画策定

を行う小規模事業者に対し、経営分析と財務分析を実施した。また、「ネット de
記帳」など分析ツールを活用した財務分析、外部専門家と連携した経営分析を行

った。

・経営分析・財務分析数   目標：２６件  実績：２６件  評価：Ａ

・巡回による訪問指導    目標：１００件  実績：１０４件  評価：Ａ

＜検証結果＞

これらの取り組みを通し、小規模事業者が抱える景況、財政、人材、後継者等

に対する様々な問題を把握することができた。年４回定期的に巡回訪問を行い、

この情報を重要資料として活用することで、小規模事業者に対して深く入り込ん

だ支援や今後の事業展開に有効な事業計画の策定に結びつけることができた。

引き続き、巡回時のヒヤリングや決算データの把握を通じて事業計画策定の重

要性について理解をしてもらい、自社の経営状況を踏まえた事業計画策定に結び

つくよう支援する。
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  ③事業計画策定支援に関すること

＜取組内容＞

事業計画を作成した経験や必要性を感じていない小規模事業者に対し、そ

の意識改革と事業計画策定の必要性を再認識してもらうため、中小企業診断

士等の専門家や関係支援機関と連携し、事業計画策定セミナー及び個別相談

会を開催した。

ヒヤリングシートで調査した経営動向及び事業承継に関する調査結果を活

用し、後継者問題を抱える小規模事業者に対して計画的な巡回訪問を実施

し、事業承継を円滑に進めるための支援を行った。

・セミナー開催数    目標： １件  実績： １件  評価：Ａ

・個別相談会開催数   目標： ３件  実績： ３件  評価：Ａ

・事業計画策定支援数  目標：２６件  実績：２６件  評価：Ａ

＜検証結果＞

策定セミナー受講者のうち、新規創業や事業承継及び事業の見直しを目指

した事業者が個別支援を受け、事業計画の策定を行った。策定した事業計画

をもとに、美深町が制定した創業・事業承継・多角化に関する助成制度「商

工業担い手支援条例」を活用すべく行政に計画書を提出した。

また、事業承継に対する支援策である「商工業担い手支援条例」を活用し

た事業計画を策定することにより事業承継を円滑に行い、小規模事業者の経

営安定を図ることができた。しかし、後継者不足の問題から親族間における

事業承継が難しくなってきており、従業員や第三者等への事業譲渡も視野に

入れた中長期的な計画を策定できるかどうかが課題である。

引き続き、新規創業や事業多角化、事業承継をはじめ事業の持続的発展の

ための事業計画策定に向けた支援を継続する。

  ④事業計画策定後の支援に関すること

＜取組内容＞

事業計画を策定支援した小規模事業者に対し経営指導員等の巡回訪問や窓

口相談を通して定期的にフォローアップを行った。

・フォローアップ企業数 目標：２６件  実績：２６件  評価：Ａ
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＜検証結果＞

事業計画策定後の事業実施及び進捗状況を確認、効果の検証を行うとともに伴

走型の助言や指導を行うなど、経営指導員を始め全職員が専門家を交えて自己研

鑽を図りながら一丸となって小規模事業者の持続的発展を支援した。また、「商工

業担い手支援条例」や「小規模事業者持続化補助金」「美深町快適な住まいづくり

と商工業振興補助金条例」等を利用した新たな事業展開に向けた支援を行い安定

的な経営を図ることができた。

引き続き定期的なフォローアップを行い、策定した事業計画の遂行状況を把握

し、実績とのギャップを分析し新たな経営計画策定を早期に対応する。

  ⑤需要動向調査に関すること

＜取組内容＞

美深町の地域資源を活用し、インターネット販売等を通じた販路開拓を自社で

行っている小規模事業者を対象とし、経営分析や事業計画策定、新たな販路拡大

や商品開発につなげるにための需要動向調査を行った。

また、経営の動向を把握するため定期的に実施している「消費動向調査」につ

いての調査を行った。

・個社の取り扱う商品に対する需要動向調査（企業数）  目標： ３件  実績： ３件  評価：Ａ

・展示、商談会におけるヒアリング（対象企業数）   目標： ３件  実績： ３件  評価：Ａ

・アンテナショップにおけるアンケート調査（回数）   目標： ２件  実績： ２件  評価：Ａ

・消費者モニター会議（回数）  目標： ９件  実績：１０件  評価：Ａ

・消費動向調査       目標：調査提供  実績：調査提供  評価：Ａ

・各種機関による消費動向・需要動向調査の収集分析・提供（企業数）   目標：１３件  実績：１３件  評価：Ａ

＜検証結果＞

事業計画を策定して新規開業した小規模事業者のうち、販路開拓に取り組むこ

とにより全国に販路を拡大しうる開業間もない小規模事業者に対し、商品の持つ

強み・弱みを再認識し、改良改善を加えたり、新たな付加価値をもった製品開発

を行っていくため、取り扱う商品等に焦点を絞った需要動向調査を行い、売り主

の思いと、消費者が求める商品とのギャップを分析し、需給のミスマッチを解消

するよう支援した。

経営の動向に対する現状を調査項目として設定し、業況、経営上の課題、それ

に対する解決手法、今後の経営動向について調査分析し、小規模事業者へ情報を

提供した。

また、今後の事業承継に対する事業継続予定、後継者の有無、事業承継に向け

た具体的な準備、第三者への事業譲渡を含む事業承継への考え方等について調査

分析し、小規模事業者へ情報を提供した。

道内や全国の消費者の求める売れ筋商品等トレンドなどの動向を、内閣府「消

費動向調査」をはじめとした統計情報を活用して把握し、巡回訪問等を通して個

社の取り扱う商品やサービス等に合わせて情報を提供した。
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  ⑥新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること

＜取組内容＞

小規模事業者の既存品の販売促進、新商品の開発及び販路開拓と認知度の向上

を図るため、札幌圏、首都圏等アンテナショップへの出展、展示・商談会等への

参加、インターネットを活用した販路拡大等について小規模事業者に対して出展

支援を行った。

・商談会・展示会等への出展支援者数  目標： ３件  実績： ４件  評価：Ａ

・アンテナショップ等への出展支援者数   目標： １件  実績： １件  評価：Ａ

・商談会・展示会・アンテナショップ等における商談成立件数  目標： ５件  実績： ５件  評価：Ａ

・「ＳＨＩＦＴ」活用した販路拡大支援者数   目標： ５件  実績： ６件  評価：Ａ

・インターネットを活用した売上増加目標数   目標： ３件  実績： ６件  評価：Ａ

・特産品販路開拓支援者数  目標： ３件  実績： ３件  評価：Ａ

＜検証結果＞

地域資源を活用した商品を販売している小規模事業者に対し、札幌圏で配布され

ているフリーペーパー「ＪＰ０１」並びに「ふりーっぱー」を活用した共同広告

を行った。また、札幌市で開催された「北の味覚再発見」等への出展支援、首都

圏で開催された各種展示会及びアンテナショップ、北海道物産展等への出展支援

を通じて美深町の地域資源特産品の販路開拓と認知度の向上を図ることができ

た。自ら赴くことのできない展示会においては、主催者へ販売を委託する方法を

とることにより、新型コロナウィルの影響で販売機会が縮小している中でもでき

る限り売上を確保できるよう支援した。コロナ過で展示会や物産展が開催中止に

追い込まれ、出展予定だった小規模事業者の販路が縮小していることから、需要

が高まっているオンラインを活用した販路開拓を支援した。オンラインの販路開

拓として、ＥＣサイトを活用した販路拡大事業を実施し、専門家からのアドバイ

スを受けながらＥＣサイトの新設を実施し、既存のホームページ及び広告媒体か

らＥＣサイトへの誘導を行い、閲覧数の増加と販路拡大につなげるよう支援し

た。また、オンライン展示会への出展に挑戦する事業所に対しては、専門家のア

ドバイスを受けながら展示方法や出展品目の設定を行い、販路開拓につながるよ

う支援した

引き続き消費や市場の動向を確認し、商品やサービスの品質等についてブラッ

シュアップを図り、展示会及び商談会、インターネットを活用した新たな販路を

開拓し、小規模事業者の売上増加及び利益率の向上につながるよう支援する。

  ⑦地域経済の活性化に資する取組み

＜取組内容＞

小規模事業者による商店街づくりや賑わいづくりを推進して地域の活性化を図

るとともに、新規創業を通して移住定住の促進を行い町内人口の維持を目指すな

どの対策を実施した。
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・移住定住等支援     目標： ２件  実績： ２件  評価：Ａ

・商店街活性化事業開催回数  目標： ８件  実績： ８件  評価：Ａ

・地域特産品販路拡大事業支援数  目標： ８件  実績： ８件  評価：Ａ

・ビジネスマッチング等支援数  目標： ４件  実績： ４件  評価：Ａ

・地域イベント事業開催数  目標： ４件  実績： ２件  評価：Ｃ

・地域イベント事業来場者数（人）   目標：4,650人  実績：1,200人  評価：Ｃ

＜検証結果＞

美深町が実施している創業者への支援策を活用して新規創業及び雇用の促進に

よる移住定住を促進した。

また、消費の拡大及び飲食店の振興発展を図ることを目的として、各種売出事

業・プレミアム商品券発行事業、飲食宿泊業に特化したプレミアム率を増加した

商品券発行事業を実施した。

地域資源を活用した新商品の開発及び販路拡大事業として、コロナ過で開催が

中止された各種イベントへの出展支援の代わりに、オンラインを活用した販路開

拓支援を行った。

  ⑧他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること

＜取組内容＞

関係支援機関との情報交換を積極的に推進し、小規模事業者に対する総合的な

支援体制の確立を図り、経営分析、事業計画策定や需要開拓及び販路開拓に関す

る高度な専門的ノウハウを習得した。

・支援機関との連携と情報交換  目標： ２件  実績： ２件  評価：Ａ

・金融機関との連携と情報交換  目標： ４件  実績： ４件  評価：Ａ

・商工会関連との連携と情報交換  目標： ８件  実績： ９件  評価：Ａ

＜検証結果＞

ＢＣＰ策定支援を効果的に行うための手法について中小企業診断士との懇談を行

い、支援機関としての連携を通じて新しい施策の情報や支援に対する取り組み事

例などの情報を交換し、事業計画の策定・実施や販路開拓等につながるようなノ

ウハウを吸収した。

日本政策金融公庫旭川支店との連携を通じてマル経融資や各種制度融資の活用に

よる小規模事業者の金融支援対策についての情報を交換した。

美深町・中川町・音威子府村商工会が連携している天塩川中部商工会広域連携協

議会等を通じて支援のノウハウ、支援の現状、問題解決手法について情報交換を

図った。

引き続き外部機関との情報交換によってノウハウを吸収して支援能力向上を図

り、円滑な経営発達支援事業実施を継続して実施する。
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  ⑨経営指導員等の支援能力向上の取り組み

＜取組内容＞

内部機関及び外部機関主催の研修会へ積極的に参加し、知識の習得及び支援能

力の向上を図った。また、それらによって吸収した支援スキルを、職員間で共有

する仕組みを構築した。

＜検証結果＞

職種別の研修及び職場内研修の実施により経営課題の把握と問題解決に向けた

事業計画策定による小規模事業者の持続的な発展を行うために必要なスキルと高

度な知識・技能・支援ノウハウを習得した。これらの取り組で習得した支援ノウ

ハウについて経営カルテシステムを活用して職員間で共有することにより、小規

模事業者の抱える諸課題解決に迅速に対応できるよう全職員でチームによる一貫

した支援体制を整えた。

引き続き課題解決に向け商工会職員の能力向上を図り、支援を継続して実施す

る。

  ⑩事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること

＜取組内容＞

経営発達支援計画に記載の事業実施状況及び成果について、外部有識者を交え

て検証及び評価、改善を図る。

・事務局による検証

・経営発達支援委員会の評価・検証及び理事会での評価・見直し

・事業の結果報告及び公表

＜検証結果＞

引き続きＰＤＣＡサイクルに基づいた評価・検証・見直しを継続実施する。

（３）令和４年度事業計画及び予算について

事務局は別紙資料に基づき、伴走型小規模事業者支援推進事業を活用して令和４

年度の事業の実施を計画している旨の説明を行った。また、令和３年度は、経営発

達支援計画の更新年であり、計画を提出して採択を受けたことを説明した。

（４）事業の評価・見直し結果の内容について

外部有識者から意見等を求めたところ、木全委員より、「都市部で開催される展

示会等へ出展予定であったが、コロナ過において開催が軒並み中止に追い込まれ伴

走型の支援ができなかったようだ。この状況は次年度もすぐには改善されないと予

想される。展示会・商談会への出店支援だけにとどまらず、広告掲載なども含めて

一体的に支援し、出展による販路の拡大に限らず、ＥＣサイトの活用や情報誌への

広告媒体掲載等により売上向上に努めてはどうか」との意見があり、事業の見直し

を行うこととした。その他のご意見は特になく、書面による評価委員会を閉会した。


